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要 旨   

 

背景と目的： アルコール使用障害（AUD）に対する薬理学的および行動学的治療は有効である

が、その普及率は限られている。プライマリーケアは、アクセスのしやすさ、低コスト、患者

にとっての受け入れやすさから、AUDの発見と継続的なケアのための重要な舞台となりうる。

本研究では、プライマリ・ヘルス・ケアにおける AUD管理のためのケアモデルの違いに関する

文献をまとめることを目的とした。 

 

方法：Medline、PsycINFO、Cochrane database of systematic reviews、Cochrane Central 

Register of Controlled Trials、Embaseの各データベースを用いて、世界中で発表された論

文（1998 年～現在）を対象としたシステマティックレビューを行った。灰色の文献検索には

Grey Matters Toolを使用した。AUDの管理におけるプライマリーケアモデルの有効性を評価

した無作為化対照試験を選択した。2人の研究者が独立して評価を行い、含まれる研究につい

て合意に達した。批判的評価には Cochrane risk of bias tool 2.0を使用した。 

 

結果： 11件の研究（4186 名）が含まれた。各研究で評価された臨床ケアの強度が異なるこ

とから、研究を「低強度」と「高強度」に分類した。ほとんどの研究で、治療を受ける際の有

意差が報告された。AUD薬を提供した 6つの研究のうち、5つの研究で AUD薬の服用について

報告された。3 つの研究では、介入群における AUD 薬の服用率が有意に高いことが報告され

た。アルコール使用量の有意な減少は、ケアの強度が低い 5つの研究のうち 2つ、ケアの強度

が高い 6つの研究のうち 3つで報告された。 

 

結論： 

 今回の結果では、アルコール関連のアウトカムに関する結果はまちまちであったが、プライ

マリ・ケア環境におけるケアモデルは、治療（心理社会的療法および／または薬物療法など）

の受診率を高めることができることが示唆されている。どのような特定の患者グループがプ

ライマリーヘルスケア環境での AUD治療に適しているか、また、どのモデルとコンポーネント

が最も効果的であるかを特定するためには、さらなる研究が必要である。 
 

 


